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食塩 を使わ な い 漬物「ス ン キ」の 乳酸菌群 に つ い て

（第 2 報）球 菌 群 の 同 定

申山　大樹 ・小池　弘子

（山梨大学工学部発酵生産学科）

Taxonomic 　Studies　on 　Lactic　Acid　Bacteria　Isolated　from ‘‘Sunki”

，

aLocal 　Saltless　Pickle

（II）　Identi丘cation 　of　Cocci

　　　　　　　　　　　 06ki　Nakayama　and − rokO 　Koike

（Depa靤 ment 　of 　Food　Technelogy，　Faculty　of 　Engineerhlg ，　Yamanashi　Unive 蹈 ity，　K6fu ）

Seven　stra 三ns　of　c   ci　isolated　from ‘‘5蘿 ”

were 　ident皇丘ed 　as　follows：

Gen．　Strep彦o ‘o ‘cus 　Rosenbach

　　 Sc．　fae‘読 5　Andrews　et　H （rrder

G   ．伽 ‘onosto ‘ v   Tieghem     d．　Hu （iker　 et　PedersDn

　　ゐ‘．　 mesenterndes （Cienkowski）van 　T三eghem

Gen．　Pedio‘o‘‘麗5　Balcke　emend ，　 Mees

　　 P ‘．α ‘idilactici　Lindner

　　 P ‘．Pentosaceus　Mees

　　　　 Catalase　negative 　strain

　　　　 Pseudocatalase　positive　 strain

Gen．　 Tet厂acocons 　Orla・Jensen

　　 Tc．　feisoenSt
’
s　noV ．　sp ．

（Strain　No，）

No ，4

No ．11

No ，1・L

No．3．L

No．12； 19・L

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 No．17

　　The　Tc．　kisoensis　nov ．　sp ，　is　facultativeiy　aerobic 　co   i　which 　tend 　to　form　tetrads，

圃 uce 　Dレ lactic　acid 　 from　glucose　in　a　h。mo ．fermentative　way ，  地 se （haem　type）
positive　but　do　not 　reduce 　nitrates ，

緒 實

　第 1報
1）で 述べ た とお り，木曽谷産の食塩を使わない 潰物 「ス ン キ」 な どか ら25株の 乳酸菌群を分離 したが ，

そ の う ち 7 株が 乳 酸球菌 で あ っ た ．本報 で は こ れらの 同定結果を報告す る．

　そ の うち 3 株は カ タ ラーゼ 陽性 の 4 連球菌で あ っ た．乳酸菌 の カ タ ラーゼ に つ い て ，海外で は 多 くの 研究が お

こ なわ れて い るが ， わ が 国 で は Bacilitts属 に 属す る もの を除き，カ タ ラ
ーゼ 陽性乳酸菌 の報告は ほ とん どない ．

した が っ て 今回分離 され た 菌 は乳酸菌の カ タ ラーゼ の 研究試料として も興味深い もの で あると考え ， こ れ らの 菌
の カ タ ラーゼ 作用に つ い て 若

：Fの 実験をお こ な っ た。
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突 験 材 料 お よ び 方 法

　連鎖状球菌 No ．4； 11株，4 連球菌 N 。．1−L ； 3−・L ； 12… 19　L およ び17株 に つ い て ，お おむ ね第 1報 の 方法に

準嫉て 試験し同定 した ．4連球菌の 同定は ， 主と して中川 ， 北原 ら
2）の方式に よ っ た．

　カ タ ラーゼ の 阻害試験 は Johnstonら菖）の 方法に準じた．す なわ ちブ ドウ 糖を0・2％含む酵母エ キス ・ペ プ ト

ン 培地に 菌を接種 して 30℃で 36時間振盪培養 した の ち菌体を遠沈洗滌 し，菌体量 が ほぼ 10〜20　mg ／rn1　ICな る よ

うに ， pH 　7 の M ／5 燐酸カ リ緩衝液 に懸濁 し，この 液 1m1 ，
100　pmol／ml の H20 ・ 1 副 ，阻害剤の 3倍濃度液

1ml を混合し ， 30℃ に 30分間保持 した の ち硫酸を加えて 反応を止め ， ヨ ードメ トリーに よっ て残留 HxO2 を滴

定 した ．

　 ソ ニ ケートを用 い る実験は，同 じ菌体懸濁液を，氷冷 しつ つ ，20KC ，1A で ， 30分間音波処理 した の ち 3000

rpm で 15分間遠心分離した上澄液を用い て 同様に実験した．

　カ タ ラーゼ 阻害剤 と して は最終濃度と して 10’SM の NaNs ，　KCN ，　As203 お よ び NaHSOs を用 い た．

実 験 結 果 お よ び 考 察

1，球菌騨の 共通 性質

a ） 蟄擬的性質 （No ．17 株をの ぞ く）　　 寒天表面に 弱 く生育し， 穿刺孔 に沿 うて よ く発育する．集落 は針頭

状，白色半透 明．液 体培養 は，は じめ一様に 混濁 し，の ちに沈澱を 生ず るが ， 菌膜を作 らな い ．糖を含まない 培

地1ζは ほ とん ど生育しない ．

b） 形態的性質　　グ ラム 染色陽性で ，莢膜，抗酸性， 運動性な らび に 胞子 は いずれ も認め られない ．

c ） 生理的性質　　適温 は N （）．　1−L 株を除き30℃付近 に あ る （Fig．1）．い ずれ も好塩性はな い （Fig．2）．硫化

水素，イ ン ドール を生産 せ ず， ゼ ラ チ ン，澱粉を液化せ ず， リ トマ ス 牛乳 に 作用せず，硝酸塩を還元 しない ．

No．12 株以外 は， シ ∋ 糖を粘化せ ず，　 No．17 株をの ぞ き好気性なく，色素を生産 しな い ．

2．速鎖状球菌の 同定

a ） 形態　　No．4 株は 直径 O．8〜1μ の球菌で，単在もし くは短 連鎖す る．　 No．11 株は O．7μ 程度の小型球

菌で ， 単在 もし くは 2 連鎖 し，まれ に 短連鎖す る．
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　 　 　 　 s〔＞dium　 chloride 　 concentration ．
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b） 生理的性質　　い ずれもカ タ ラーゼ陰性で ， 麹汁 の pH を4。0に下げ る．No．4 株は ブ ドウ糖か らガ ス を発

生せず，No．11 株 は炭酸ガ ス を 発 生す る．　 CaCO ・ で 緩衝すれ ば ， 30℃ 7 日間の 培養で ，　 No，4 株 は 4・4％ の ブ

ドウ 糖を消費 し，消費糖の 96％の 右旋性 （L ）乳 酸 と，0．6％の 酢酸を 生ず る．同 じ条件で ， No．11 株は5．2％

の ブ ドウ槍を消費 して ， 消費糖 の47％ の 左旋性 （D ）乳酸とO．9％ の 酢酸を作る．No ．4 株 は45℃ で も生育する。

糖類発酵性は Table　1 に 示す とおりで ある．

Table　1．　 Ferme 皿tability　of 　Sロ／eptococci ．

Strain　 Titrablea） Acid　 fromb）

No、　　 acidity A 　 X 　 GtF 　ScMlL 　 RITRmD 　StI 　 SbMnGIaM

4m

ユ／1伽 1

　 6．8　　　　 十 　　十 　　十 　　十 　　一　　十 　　十　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　十 　　十 　　一

11 6．5 十　　十　　十　　十　　十　　十 　　ゴ：　 十　　十　　±　　士　　一　　一　　±　　十　　十 　　十

a）　10ml 　 of 　glucose　broth　 was 　titrEted　 with 　 N ／10　NaOH

b）　 十 ： Acid　 moderate ，　　 ± ； scanty ，　　
一

： none ，

　　Gt ： galactose，　　F ： fructose
，　　Sc ： sucrose ，

　　Rf ： ra 伍ロose，　　T ： trehalose，　　Rm ： rha 田 nose ，
　　St　； soluble 　starch ，　　 1　： inulin，　　 Sb　： sorbitol ，

　　Gl　 ，　glycero1，　 αM ； α一methylg1 ロ coside ，

　A ： arabinose ， 　 X ： xylose ，
Ml 　 ： maltose

，　 L ： lactose，

　　D ： dextrin，
　 Mn ： mannito1 ，

¢ ） 同定　 No．4 株 は 10℃で も45℃で も生育し，食塩を 6．5％含む培地 の 中で も，食塩 3 ％の 培地 とほ ぽ 同 じ

程度 に 生育す る．また ， ゼ ラチ ン を液化 しない の で，StrePtococc” s　fuecalis　 Andrews 　et 　Horder に 入れ るの

が 妥当で あ ろ う．中で もシ ョ 糖 ， ラ フ ィ ノース ，トレ ハ ロ
ース お よ び ソ ル ビ トール を発酵 し，また他 の ス ン キ中

の 菌 に よ く見 られ るよ う にキ ジロ ース を 発酵 し，牛乳 に 作用 しな い 株で あ る ．

　No．11 株 は，形態，生理 す べ て の 点か ら Le ” ceno5toc 　 me5enteroides （Cienkowski） van 　Tieghem の うち，

シ ョ 糖を粘化 しな い株で ある．

3．　 4連球菌群の 両定

a） 堵養的性質　　No．　17 株以外は共通 性質の と こ ろで 述 べ た とおりで あ るが，　 No ．17 株 の み は寒天 お よ びゼ

ラ チ ン 培地 の 穿刺孔 に よ く生育せ ず ， 表面｝Cク リーム 状 に生育 し， 集落は白色か ら，しだ い に 橙黄色 とな る．液

体培養で はわずか な 混濁 お よび粒状の 沈澱を 生 じ，菌膜 は作 らない が ，皮輪を作 る傾向を示す ，培地 に 糖 が なく

て も生育す る．

　以 上 の点は乳 酸菌らし くない が，炭酸石灰を懸濁 した麹汁寒天 で 稀釈平面培養す る と ， 周囲の 炭 酸石灰 を透明

に溶か す，小 円形の 乳酸菌様の 集落を作 る （Fig．1 ）．
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Fig．1

　 Colonies　of 　strain

　No．17　0 ロ　koji・agar

　plate　 with 　CaCOs ．

c5

鷺

ψ

Fig．2

　 Strain　No ，17

　（× 1．000）
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b） 形懇　　No ．1−L 株は直径 0．8p 程度，　 No．3−L 株は 1．1p 程度，　No ，12 ｝19−L ； 17株 は 1μ 程度 の 球

形 で ， 単在 ， 2連鎖もしくは平面 に3〜4連となる 、8連形また は 5個以上直連鎖す る ζ とは ない ．Fig．2に No ．

17株の み 示す．

cji 生理的性質　　No．　1−L 株は40℃付近 ｝ζ適温 が あり，50℃で も生育す る ．

　
．No ．17 株は通性好気牲で 集落は樫黄色 に なる が ， 培地 中に は色素を 出 さな い ．　 No．12 株は シ ョ 糖を含む液体

培地をわずか に粘化する．

　No ．1−L 　 ；　3−・L 株 は カ タ ラーゼ 反 応 を 示 さず ，　 No．12 ；19−L 株は糖の 含有量 が 0，4％以下 の培地 で 培養し た

場合に の みカ タ ラーゼ 反応を示す．No ，17 株 は培地中の糖の有無 に関係な くカ タ ラーゼ 反 応陽性 で ある ．

　 No．17 株は 麹液の pH を4．2，他 は3．8〜4．0程度 に 下げ ， い ずれもブ ドウ 糖か らガス を発生 しない ．

　糖類発酵性は Table　2 の とお りで ある ．

Table　2．　 Fermentability　of 　Tetracocci．

Strain　 Titrable Acid 　from＊

No． acidity＊　 AX 　 GtF 　ScMIL 　RfT 　Rm 　D 　StI 　 SbMnG1 α M

1− L3

− L1219

−L17

ml ／10ml
　 13．211

，87

，010

．46

、8

±　 十　 十　 十

÷　 十　 十　 十　 十　 十　 十

十

十

十 　 十 　　十　　十　 十 　　十 　 十 　　±　　÷

十　 十　 十　 十

十

十　 十 　 十　 十 　 十

十　 十　 十

±

十 　 士

十 　
一

十　 十

±

十 　 十　 十　 ±

＊ Foot・notes ，　the　same 　as　the 　preceding　table ．

　 い ずれも pH を5・0に 修正 した酵母エ キ ス ・ブ ドゥ糖 （1 ％）培地 に よ く生育 し，　 pH を 9．0に修正 した同 培

地 に も，ビ ール に も，ア ル コ ール を 溜去 した ビール に も生 育 しな い ．

d） ブ ドウ 糖の 代謝　 酵母 エ キス 1％ ， ポ リペ プ トン 1％ ， 結晶ブ ドゥ糖 5％およ び無機塩か ら成 る液体培地

を過剰 の CaCO3 で 緩衝 した もの 200　ml に菌を接種 し，30℃ で 10日間静置培養 または 振盪培養 （振巾 6cm ，

120　rpm ） した の ち ， 常法 によ り還 元糖，溶存 カ ル シ ウ ム お よ び揮発酸を定量 し，消費糖，乳 酸 お よび 酢酸 生成

量 に 換算 した値を Table　3 に 示す．なお No，17 株の ため の 対照として Staphylococc“ s　aureus 　IAM 　1011 を

置 い た．

　静置培養 によ っ て 得 られ た 乳 酸 を 乳 酸 亜 鉛 に 導き，結晶水 お よ び 旋光度を し らべ た 結果， StaPhylococcus

attreUS の み は右旋性 （L ）， 他はすべ て ラセ ミ乳酸で あ っ た ．

e） カ タラーゼ の 性質　　No．12；19−L 株の カ タ ラーゼ 作用は，細胞懸濁液，ソ ニ ケー トともに，用 い たすべ

て の阻 害剤の 作用を受けな い が，N 。，17 株は ，細胞懸濁液， ソ ニ ヶ一トともに 10
−3

　M の NaN3 お よ び KCN

に よ っ て 強 く阻害され る．実験結果を Table　4 に 示す．

　 なお，対照と して 用 い た カ タ ラーゼ 陽性球菌類，すなわち StaPhylococcus　 aureus 　IAM 　1011，　Sarcina　 lzatea

IAM 　1099
，
　Micrococctts　 roseus 　IAM 　1295，ハ4．　tysodeilaiczas　IAM 　1056 は細胞懸濁液， ソ ニ ケートともに

No ．　17 株と同様な傾向を示 した ．

t） No ．1−1． ；3−L ；12；19−L 株の 同定 　　 こ れ ら4 株は ，い ずれも 4 連形 となり，しか も Lactobaci1laceae

Winslow　 et　 al、の 性質を完全に 具えて い る の で ，　 Pediococcus　 Balcke　 emend ．　Mees　 iC入 れ るべ きで あろ う．

　 Pedersonは ， 主 として ビ ール の 害菌として の 観点だけか ら Pediococe” s を見 て い るの で Bergey’

s　Manua14）

に は Pc．　eerev ：

’
siae 　Balcke と Pc．　acidilactici　 Lindner の 2種 しか 記載 されて お らず，　 Pedioeoccus検索 の

よ りど こ ろ と して は不 完全 で あ る．北原 の 旧分 類
5） も Pediococcus に 関 し て は 系統的で な く，中川 ，北原 の 方
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Table　3．　 Metabolic　pmducts 　o｛Tetracocci．

Standculture Shaki職g　cul   re

Strain ．一 ，L，

No，
GlucoseLact 圭cproducedacidAceticPmducedacidGlucoseLacticproduced段cidAceUcproducedacid

consulnedAiY
A YconsumedA1Y A1 ・

9／dl9 ／d1 ％ 9／di ％ 9／dl9 ／d11 ％ 9／d1
き
　　　％

工一L 4．24 ．1970 ．133 1．81 ．7960 ．i16

3−L 4．64 ．5980 ．092 2，12 ．0950 ．063

12 3．93 ．7950 、082 2．62 ，4930 ．187

19− L 4．24 ．0960 ．041 3．12 ．9940 ．124

17 4。03 ．8960 。082 4．81 ．7360 ．6213

8如 ρ．
α π r8 麗 50

．3

　　　　　iO
．1

　　　　1330
．1241

　　　11
．2O ．1 80 ．2017

A ： Amounts 　of 　product，　 Y ： ％ on 　consurned 　gluoose．

Table　4．　 Influences　of 　inhibitors　on 　the　catalase 　activity 　of　cell

　　　　 suspension 　alld 　 sonicates 　of　Tetracocci，

Catalase　Activity
Inhibitor COncentration 　 No．12

，−
C 　 　　 S

No ．19．L
−

C　　　 S

No ，17
−

C　 　 　 S

NoneAs203NaHSO3

NaNsKCN

10−SM

〃

〃

〃

6768666463828283808156545653547875797473＞ 100　 ＞ 100

＞ 100
磯
＞ 1002519

＞ 100

＞ 1002016

　Reac丘on 洫 xtures 　were 　lnade 　up 　containing 　100 μM 　of　H ，02　and ＆O　ml 　of 　K 　phosphate
buEer （pH 　7．0） with 　added 　inhibitors　as　shown ．

　Acell　 suspensio 皿 （c）and 　a　sonicate （s）we τe 　used 　 as 　a　sou τce 　of　catalase 　at 　 a　 conc ．
entration 　of　10　to　20　mg 　cells 　per 　ml 　in　the　reaction 。

　Catalase　activity　expresged 　 in μ mQls 　of　 H202　 decoηaposed 　were 　 determined　 after 　 30
mlnutes 　i豆σ uba 丘on 　at 　30℃ ．

法が 今 日で は最 も完全 に近い と思われるの で こ れ に 基づ い て 同定す る こ とに した，

　こ れ ら4株 は，すべ て pH 　5．0 で よ く生育 し，　 pH 　9．0 で は全 く生 育せ ず，好塩性が な い の で ，　 Pc．　halOPhilus
Mess ，　Pc ．　un

’
nue −eqzai 　Mees ま たは こ れ らと近縁 の もの に は 入 らない ，また あ る程度寒天表面 に生育 し，35℃

で 生育し・ビール に 生育 しない の で，Pc．　cerev ：

’
siae　Balcke に も同定で きない ，

　No ．1−−L 株 の み は好熱性が あり．50℃ に お い て も生育す る の で ，こ れ は Pc ，　acidilactici 　Lindnerに，他の 3

株 は Pe．　pantesaceus　Mees と 同定すぺ きで あ る と思われ る．

　Ne ，1−・L 株 は 6 炭糖を発酵 し，5 炭糖を や や 弱 く発酵 し，シ ョ 糖 ， デ キ ス ト リン ，マ ニ トール ，α メ チ ル グル

コ シ ドを発酵 しな い 点も PC．　aCi
’
diLacticiとよ く一致す るが ，麦芽糖を発酵せ ず ，グ リセ ロ ール を発酵す る点 は
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標準株と相異 して い る．

　No．3−L ；12 ；19−L の 3 株は 6 炭塘 ， 5炭糖 ， 麦芽糖を よ く発酵 し，デ キ ス トリン ，
マ ニ トール を発酵 しな

い点も Pc．∫PentosacettSと よ く一致す る．た だし No．12 株は α メ チル グル コ シ ドを発酵 し， また シ ョ 糖を や

や粘化す る点が標準株と相異 して い る。

　Pediececczasが と きに カ タ ラーゼ 活性を示す こ とは ，
FeltOnらe），　 Jensenらり に よ っ て 報告されて お り，Dobro−

g（ma ら
s）に よ り，　 Pc，　pε ntosaceus に お け るカ タ ラーゼ の 機能も解明されつ つ あるの で ，　 No．12 ；19−L 両株が

カ タ ラーゼ 活性を示す こ とは ， こ れらを Pediococcttsに入 れ る妨げとは な る まい ．　 De1Wiche9），　Johnstons》 ら，

Whlttenburyio） らは，　 Lactobacillaceaeの カ タ ラーゼ は ，　 NaNs 　KCN などに 阻害 されな い と言 っ て い るが ，

No ．42 ；19−L 株の カ タ ラーゼ 作用 は，こ の 記載ともよ く一致 して い る，

g） No 。17株の同定　　No．17 株は寒天表面上に よ く発育し， 液体培養で は皮輪を作 り，好気的に培養すれ ば

多量 の揮発酸を生 じ，生 育の た め に は 必 らず しも糖を必要とせ ず ， カ タ ラーゼ 作用が強 く，しかもそ れ は NaNs

や KCN で 阻害 され る．

　 こ の ような点は Lactobacillaceae　Wins1。w 　et　al．の 概念 と相異 して お り・ したが っ て Pediococons と同定

する こ とに は困難があ る．

　Pediocecc” s 以外の 4連球菌 に は G4鉤 4 　Trevisanが あり， こ の 他 Staphylecoccus　Rosenbach，　Sarcina

GoOdsir，　Micrecoccus　Cohn もまれに 4連形を あらわ す ζ とが あろ う．

　ま た ， 好気性 4 連乳酸球菌に は Tetracecctts　Orla・Jenseri（1919）tl） が あ る・Bergey’s　Manua1 の 5　th　ed ・i2）

に よ れば ， これは Tetracocctts　von 　Klecki（1894）とは別物で ，後者は Gaffkya　TreVisan と同じもの で あ る

と され て い る，Tetracoc‘ us 　Orla−Jensenは Bergey’s　Manual の 7th　ed ・に は採択 されて おらず・ま た Te−

tracocctes　von 　Kl   ki が 優先的 に発表 されて い るの で ，命名 の 上か ら紛 らわ しい もの で ある が， こ の 種の 菌の

存在は無視で きな い ．

　さて ， No．17 株 は 分離源 が 生体 で ない の で God7kya　Trevisanには 入 れが た い ．さ らに Bergey ’
s　Manual の

7th　ed ，に記載され て い る 2種 の G嫐 ¢ の うち，　G ．　tetragvna （Gaffky）TreVisan とは ・ 莢膜や 色素生産 な

どの 点 で，G ．　homan
’
　Hitchner　and 　Snieszkoとは好気性な どの 点で 大差が あ る．そ の 他 Bergey’

s　 Manual

の 5th 　ed．に採択 されて い る G ．　vemeti 　Corbet とは 酸の 生産・G ・anaerobla （Chouk6vitch）Pr6votとは

好気性 の点で 全 く異な る．

　本株は 4連体 と なる 傾向が著しく，また ぶ ど う糖 を 発酵 的 に代謝す るの で ，一
般の Micrococons　Cohn に は

入れが た く， また 8 連体は全 く見 られない の で Sarcina　Goodsirとも異なる．糖を発酵す る点 は，　 StaPhyloco−

eeus 　Rosenbach に 近 い が ， 4連体とな り，ま た Table3 に見 る とおり乳酸菌と して の 性質が Staphptlococczts

aurens の 標準株と は比較 に ならぬ ほ ど顕著 な点 な どか ら して ，　 StaPhylococcusとす る に も無理 が あ ろう．

　好気的で カ タ ラーゼ 強陽性 の 4 連乳酸球菌 とい う本株の 特徴が そ の まま 属の 記載 と 共通 して い る の は， Te−

trtrCOCCtes　Orla・Jensenで ある．Orla・Jensenお よび上野 ， 大亦
1s）の記載をもとに して ，　 Tetracoccusの 既知種

と本株を比較すれば Table　5 の よ うに な る．

　 すなわち硝酸塩還 元性の 点で 既知 の すべ て の Tetracoccusと異 な り ， 乳酸 の旋光性 の 点 で Tc，　SOblae 以外 の

Tetracecczasと相異 して い る．

　 Bergey’s　Manval ‘）に は好気性 4 連乳酸菌にふ さわ しい 席が な い ．た とえ ば Microcoeons　Cohn の 形態的特

徴は不規則に分裂する こ と ， 生理的 特徴は 糖を発酵しな い こ と と され て い るが， 4 連乳酸菌 で あ る Tc．　 liaue・

fact
’
ens 　Orla・Jensen は Mc ．砌 5βo旗 繊 5　Evans の 別名 と されて い る．また・Tetracocczas　Orla・Jensenの 他の

種は 全 く採択 されて い な い ．

　 好気 性 4連 乳酸菌群が ，分類表 の 中で しか るべ き位鬣を持つ こ とは必要 で あり，No ．17株 は そ の 1 員 と して 扱

わ れ るべ きで あ る と思われ る．

　 前述 の よ うに TetraCOCCUSとい う属名自体は必ず しも適切なもの と思われず，また種 と して 記 載す る に は

株 の 数が不足 で あ る が ， とりあえず No ．17 株を Tetrdecoccus　 Orla−Jensenの 1新種と認め，　 Tetracoccus

ktSeensis　nov ．　sp ．と命名 す る こ とを 提唱す る．

　 Orla・Jensenが 提唱 した TetraCOCCttSは カ タラーゼ 陽性の 好気的4 連乳酸球菌で ，ホ モ 発酵 に よ りL 乳 酸 を 生
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一

　 Table　5．　 Compa ：isoΩ of 　the 　stain 　No，17
with 出 ・   ・wn ・p  五e・ ・f　 T・trac・ cc 、es・O ，la．　Jensen．

Tc．　 casei ．
7  ．1蜘 8・

プ協 8π5

コrc．〃vyced −
　　　　　　　 Tc．　saycte
8プ matus

No．17

Catalase

Nit：ate 　reduction

Optical　 Iotatio ロ of

1日ct三c　acid 　produced

Fermentation

　 Arabinose

　 Rhamnose

　 Galactose

　 Mannitol

　Glycelol

Gelat三n 　liquefact沁n

Halotolerance

十

十

d

十

十

十

十

d

十

十

十

十

．
d

十

±

士

十

十

十

十

十

dl

十

十

十

± or 十

± or 一

十 〇r 一

十

十

ーd

十

十

Table　6．　 Certain　properdes　of　Pediococci　and 　Tetracocci．

Su  ace 客・ 。轍 hOx
三dat量ve

metabo1 量sm
Catalase

NitエatereducUon

Pc ，　cerevi5iae

．acidilactici

　‘ ．Pento5a‘eUS

Tc・kiseenSt’s　n 。〉．　sp ．

Tc．　cas8i 　etc．

＿2）

±

士

十

十

）

　

）

一

一

り

（

（

±

十

十

＿2〕

Non −haemtype8 ）

if　anyHaem

　type

（Haerh　type ）

＿2）

十
12・ls）

成し・また鞭 塩を還元す る もの で あ ・ た・最近上 野・　 ±亦 に よ 。 て 報告され た 箕 ．嬲 。。 は鹹 す る乳酸力，

ラセ ミ性 で あ る点が P ・di・一 ・ に 似て 1・る・T ・・in
’
S・en ・i・ n ・ V．・P．　 Fま黴 腿 元 性を欠 く点 で さ ら1，＿nv

Pedioceccusに近 い ，

酸餬 で 生育す る 嗹 乳醸 を好気性｝・注 目 して 翻 す る と・T ・bl・ 6 の よ う｝・なり ，
　T 。．・kis。，n 、i＿ ．、P．

を ， そ の 他 の Tetracoccttsと Pediecoconsの 中間に 置 くこ とが で きる．

　　Description　of 　Tetracac　cus 　kisoensis　nov ．　sp ．

　　
S・he’es

・
　°・8　t・ 1・2・ micr・n ・

・ i・ ・di・ m ・・… 。ccu ・ri．・ g ・in・1・， ゆ 瓜 i。 ・・t・。d、。，
　i。　i，reg 。 lar　 。1。、t。rs．

Non 　motile ，　Gram 　positive．

　　Gelatin　Stab： Orange 　yellowish　surface 　grow 出，　No　liquefaction，

　　Agar　colonies ： Small，　circular，

　　
W °「t ・g・ ・ c ・1・・ i・・ wi ・h ・al・i・ m ・a ・b ・n ・… Sm ・IL ・ircul・・，　surr 。und 。d　b， 。lea． 。。。。 。f．di。、。1。 ed

carbOnate ．

　　Agar
　siant ； Yellowish　surface 　growth ．　 Butyrous．
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一Eleotronio 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

806 中山　大樹 ・小池　弘子 〔醸工　第43巻 ， 1965年

　　B ，。th 、　Slighd脚 ・bid，輔 th　g 職 nul ・・ sedim ・nt ・・d　y ・ll・Wi
’
・h　「ing・

　　Lit田 us　milk： Unohanged．

　　Potato； Orange，　butyrous　growth ・

　　Indole　and 　hydroge皿 su1 丘de； Not　produced ．

　　N 。 9，。軸 i。 bee− n … i  ・ m ・di・ ・f ・H　9ρ 。・ high・・ 9 ・・ w ・h　in　nu ・・i・・t 鋤 a
　
Qf

　pH 　
5ρ・

　　Not　halotolerantロ or 　halophilic・

　　A ，id   皿 91。。。，e ，
　fm ・・。・e．・y1・・e，・・・… e，   1… e… 雌 ・L   ・ ni ・。1 ・・d　glyce・・ L　SIigh’ly　acid

ま釦 m 觚 。、hylgl。 、。。id・．　N ・ a・id　f・・m 　g・1・ c… e
，

・・abi ・・ se・1… 。・e・
rath ・ 鵬 t・eh ・1°・ e

・
止 amn °se・dext’

ri叫 staτch 　and 　inuli囂 ・

　　Starch　not 　hydrolyzed．

　　Nitrites・ n ・t　pτ（Xiuced・fr。皿 nitrat｛rp・

　　Aerobic ，｛acultative ．

　　Optimu皿 t・・nperatu ・e・25
°

t。 30°C・

　　S。。。 c。
　I　I、。1。t。d 仕・凱

・
翫 燃

”
，・ … t ・f… 1tles・ pi・kl・ 玉・ 」・p・ n ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 要　　　　　　　約

木齷 の 錨 を使 わ な い 漬物 「ス ・ キ」な どか ら得られた魎 7株をつ ぎの よ うに 同定 した・

連鎖状球菌

　　　S，reP ，ec 。螂 似 廊 A ・d・ew ・ e ・ H ・・d・n 　 　 　 　 　
N °・4 株

　　　L，ue 。n 。s、。c。mesenterofde ・ （Ci・・ k。 w ・ki）　 van 　Ti・gh ・m 　 　 　
N °・11株

4 連球菌

　　　鰄 。 c。ccu 、　aCidil 。。・飢 i皿 … 　 　 　 　 　 　 　 　
N °・1薗L 株

　　　P 、．．P，n 、。、acex 、　Mees ｛
カ タ

  懲 　 　 　 ：：：1；體。 株

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 No．17 株
　　　 Tetracoccus　kisoensis　nev ・sp ・

N 。．、2 、19．．L 株 の カ タ ラ
ーゼ は，　N 鵡 KCN ｝ζ鵬 され な ・・ い わ ゆ る P・eud °catalase

’°）
で あり・ N °・

17 株 の そ れ は通常の カ タ ラーゼ で あっ た．

　Tc．　la
’
soetrsis

　nov ．　sp ，は澄黄色 の 集落を作り，ブ ドウ 糖か らホ モ 型発酵に より ラセ ミ乳酸を 生 成す る カ タ ラ

＿襁 雛 の 4・Enmaxx で瀦 驢 を還元 しな い点 iC大きい 轍 があ る・

　　本研za。 ft用 。一部 は螂 舗 学 確MIC よ る もの で あ る・ とを 欄 し 駘 蕨 代 XX 」匕原難 齦 種 々 雛 導 を

　賜わ っ 江 大 阪府立大学大亦 正 次郎教授，山梨大学 小原巌教授 に深謝 し ます。
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